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打ち掛けの地紋様を活かしたりフォーム作品 （服飾） 石垣和子
ここ数年，きもの離れが急速に進
み、殊に若い女性は、成人式や結婚
式など、限られた場所の晴着として
和服を着用する程度で，日本人全般
の衣生活においても，ある一部の人
をのぞいては，今や洋装全盛の時代
である。
しかし一方では，日本古来の伝統
的な色，柄や， 素材の良さをもっ和
服地は，洋服の素材として注目され
はじめ，個性的なイメージの服作り
に活用されてきている。また，利用
度の低い和服のリフォームも年ごと
背面
写真1 正面
に盛んになり，これ等の再生の仕事を専
門に扱う職業の店もあらわれて話題に
なっている。
この作品も，打ち掛けからのリフォー
ム作品である。打ち掛けは従来，近世の
上流婦人の上着として小袖形式で，帯を
しめた上に打ち掛けて着用するところか
ら名づけられた礼装で，現在においても
花嫁の婚礼衣装として用いられている。
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作品を製作するにあたっては，打ち掛けの豪華
な金糸，銀糸による鳳嵐の図柄を活かして，既製
の服地では表現できない古典的なイメージを盛り
こみ，且，今日的でシンプルなフォーマル・ドレ
スの製作を目的とした。なお，鳳恩とは，中国に
おいて想像上のおめでたい霊鳥をさし，文竹，桐，
麟麟と共に格調の高い文様とされている。
この打ち掛けは数度にわたり，婚礼衣裳として
着用されたもので，その都度丸洗いも行われたが，
リフォームするにあたり，布地を損傷しないよう
にほどき，慎重に地直しを施した。
構成の要点としては，図柄の関連を第一に考慮
し，最も豪華な部分を後身頃に，前身頃には和服
のっけ下げの要領で，紋様を肩から裾に流してバ
ランスをとってみた。なお，細身のパンツは左右
の振袖から栽断したものである。 衿，袖口，脇明
表
写真3 側面
きには，打ち掛けの裏布として使用されていた朱赤の羽二重を配し， 華やかな雰囲気を表現し
である。中には，化繊綿のドミ ット芯を二重に入れて厚味を加えた。ボディのシルエットは，
逆三角形のボックス調で，左脇明きの両側に鳩目穴を明け，朱赤の打組をクロスさせて通し，
その先端に同色のリリアンを用い，フリンジングを施した。布地は厚地正絹塩瀬である。
最近，多くみられるようになった各種のパーティに，和服の特殊性を活かしたこのような ド
レスは，個性的で，しかも着付けの煩わしさを無くした機能的な服装と して，今後の衣生活設
計の上にのぞまれる。
打ち掛け 出来上り寸法
身丈 175cm 身巾 36cm 妊巾 23cm 
袖丈 120cm 袖巾 33cm 
